


















































る「Global Studies Course」の 2つのコースに分かれている。前者は申請要件とし
て 1年生終了時の TOEICスコアが 600 点以上、累積 GPAが 2.5 以上 2 が必要で、
1  http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/1319596.htm（2014 年 12 月 20 日確
認）
2  Global Business Courseを 3年生の前期から履修する場合は、2年生終了時に TOEICスコ
アが 650 点以上、累積 GPAが 2.5 以上が条件となる。
－ 39 －
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後者は 1年生終了時の TOEICスコアが 550 点以上、累積 GPAが 2.5 以上 3 が必要
となっており、比較的高いレベルを要求される。また、定員も前者が 30名、後者
が 20名と少なく設定されており、修了要件も TOEICスコアが前者で 800 点以上、























3  Global Studies Courseを 3年生の前期から履修する場合は、2年生終了時に TOEICスコア
































5  ここでは「英語能力判定テスト」の中の「TEST B英検 2級・準 2 級・3 級レベル」を




Kitakyushu Global Pioneersにおける Start Up Programの成果と課題
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イスメントテストを受験しているため、SUPの受講の有無でスコアを比較できる 6。
この 3学部で SUPを受講した者のプレイスメントテストの平均スコアは 482.5 点、





学　科 度数 平均値 中央値 標準偏差 尖度 歪度
英米学科 65 611.3 620 80.8 -0.106 0.099 
中国学科 35 534.9 520 96.2 -0.319 0.435 
国際関係学科 60 542.7 550 96.5 -0.302 -0.067 
地域創生学類 7 388.6 360 112.5 -0.809 0.384 
合　計 167 561.3 560 103.4 0.034 -0.258
〈表2〉 学部・学科別プレイスメントテストスコアの分布
学　科 度数 平均値 中央値 標準偏差 尖度 歪度
経済学部 293 440.9 441.0 77.6 -0.086 -0.180
経済学科 149 447.1 457.0 82.7 -0.103 -0.242 
経営情報学科 144 434.5 433.0 71.5 -0.103 -0.176 
文学部 226 493.1 493.5 56.3 -0.268 -0.182
比較文化学科 147 499.6 504.0 55.5 -0.391 -0.125 
人間関係学科 79 481.1 476.0 56.2 -0.174 -0.287 
法学部 262 455.4 462.0 61.5 0.825 -0.496
法律学科 183 454.6 462.0 61.4 0.986 -0.585 
政策科学科 79 457.0 463.0 61.9 0.547 -0.300 
合　計 781 460.8 469 69.9 0.305 -0.408
　表１、表 2で使用したテストはその内容が異なるため両者のスコアを直接比較す
ることはできないが、学部・学科の特性から予想される英語力の水準の相対的な上






















会場と実施日に受験する必要があり、平成 25年度入学生の場合には、平成 25年 7

















学　科 度数 平均値 中央値 標準偏差 尖度 歪度
英米学科 98 651.1 650.0 110.4 0.238 0.095 
中国学科 50 528.1 542.5 103.6 0.712 -0.002 
国際関係学科 65 555.0 555.0 104.0 0.602 0.053 
経済学科 131 371.0 365.0 109.2 0.369 0.687 
経営情報学科 138 353.6 347.5 98.6 -0.251 0.397 
比較文化学科 135 446.0 435.0 103.0 -0.336 0.167 
人間関係学科 74 398.3 387.5 94.1 -0.146 -0.016 
法律学科 170 376.4 370.0 99.8 -0.578 0.255 
政策科学科 77 388.5 390.0 96.0 0.191 0.384 
地域創生学類 － － － － － － 












7  プレイスメントテストと 1年生前期の TOEICスコアとの間には有意な相関があり、外国













学　科 前期 SUP N 平均値 標準偏差 受講有無による平均値の差の検定（t検定）
英米学科 非受講 37 650.0 123.4 t=-0.074, df=96, p<0.941
受　講 61 651.7 102.8 
中国学科 非受講 17 547.4 132.8 t=0.942, df=48, p<0.351
受　講 33 518.2 85.6 
国際関係学科 非受講 15 543.0 59.6 t=-0.506, df=63, p<0.614
受　講 50 558.6 114.3 
経済学科＊＊＊ 非受講 97 354.4 101.8 t=-3.038, df=129, p<0.003
受　講 34 418.5 117.2 
経営情報学科＊＊ 非受講 88 337.4 97.9 t=-2.598, df=136, p<0.010
受　講 50 381.9 94.3 
比較文化学科＊＊＊ 非受講 57 402.1 87.3 t=-4.526, df=133, p<0.000
受　講 78 478.0 102.3 
人間関係学科 非受講 48 386.1 86.5 t=-1.524, df=72, p<0.132
受　講 26 420.8 104.9 
法律学科＊＊ 非受講 133 366.2 98.3 t=-2.561, df=168, p<0.011
受　講 37 413.0 97.6 
政策科学科 非受講 55 379.5 91.4 t=-1.315, df=75, p<0.192
受　講 22 411.1 105.2 
地域創生学類 非受講 － － － －
受　講 － － －
全体＊＊＊ 非受講 549 395.7 127.8 t=-10.475, df=939, p<0.00-


















　続いて 1年生後期の TOEICテストについてみる。後期の TOEICテストについ
ても受験料補助の対象となる受験日が指定されており、平成 25 年度入学生では
平成 25 年 11 月 30 日、12 月 14 日、平成 26 年 1 月 11 日となっている。後期は、
TOEICテストを複数回受験する学生もいるため、複数回受験した者については最
〈表5〉 1年生後期のTOEICスコア分布（学科別）
学　科 度数 平均値 中央値 標準偏差 尖度 歪度
英米学科 103 651.1 645.0 110.6 -0.271 0.136 
中国学科 47 538.9 550.0 92.1 -0.468 -0.193 
国際関係学科 73 558.3 565.0 101.3 0.360 0.185 
経済学科 139 385.0 380.0 118.1 0.463 0.629 
経営情報学科 136 377.1 365.0 93.8 0.913 0.643 
比較文化学科 136 453.3 455.0 104.8 -0.250 -0.060 
人間関係学科 67 432.7 425.0 105.0 -0.197 0.174 
法律学科 162 390.9 387.5 91.4 -0.422 0.252 
政策科学科 72 399.3 395.0 89.7 -0.661 0.133 
地域創生学類 0 － － － － －

















ない者（前期 SUPのみ受講した者と SUPを全く受講していない者）で TOEICス
コアを比較する。
　後期SUPまで継続して受講した者は、学年全体で150名程度とかなり少なくなる。











8  制度的には後期 SUPのみを受講することも可能であるが、そのような学生はほとんどい
ないため、ここでは無視する。
－ 47 －











学科コード 後期 SUP N 平均値 標準偏差 受講有無による平均値の差の検定（t検定）
英米学科＊＊＊ 非受講 68 612.4 99.5 t=-5.654, df=101, p<0.000
受　講 35 726.3 91.5 
中国学科 非受講 34 543.4 90.8 t=0.531, df=45, p<0.598
受　講 13 527.3 98.0 
国際関係学科＊＊＊ 非受講 44 523.9 84.8 t=-3.917, df=71, p<0.000
受　講 29 610.5 103.2 
経済学科＊＊＊ 非受講 133 377.3 113.6 t=-3.775, df=137, p<0.000
受　講 6 555.0 89.3 
経営情報学科＊ 非受講 125 372.7 92.0 t=-1.868, df=134, p<0.064
受　講 11 427.3 103.9 
比較文化学科＊＊＊ 非受講 109 437.6 97.6 t=-3.68, df=134, p<0.000
受　講 27 516.9 110.4 
人間関係学科＊＊＊ 非受講 62 422.2 98.5 t=-3.063, df=65, p<0.003
受　講 5 563.0 104.6 
法律学科＊ 非受講 149 387.1 91.1 t=-1.796, df=160, p<0.074
受　講 13 434.2 86.6 
政策科学科 非受講 64 395.5 79.8 t=-0.631, df=7.489, p<0.547
受　講 8 430.0 152.1 
地域創生学類 非受講 － － . － . －
受講　 － － . － .
全体＊＊＊ 非受講 788 427.4 120.7 t=-11.239, df=185, p<0.000












の前期 TOEICの平均スコアは 432.1、標準偏差が 135.9 で、後期 TOEICの平均ス







平均が 17.7、標準偏差が 73.4 となり、20ポイント弱のスコア向上がみられる。こ
れを、SUPの受講の有無によって分けてみると、前後期とも受講した者の平均が
14.8、標準偏差が 74.0、前期のみ受講した者の平均が 15.5、標準偏差が 73.4、いず









9  後期 SUPのみ受講している者もいるが、ごく少数であるためここでは分析から除外する。
－ 49 －























































前期 TOEICスコア － 0.774 *** 
SUP受講（Ref. SUP受講なし）
前期 SUPのみ受講ダミー 0.022  
前後期 SUP受講ダミー 0.102 *** 
R2 0.267 ***





































































Kitakyushu Global Pioneersにおける Start Up Programの成果と課題
―平成 25 年度入学生のデータから―
講座自体の内容の工夫などが考えられる。また、プログラムの構造という面では、
前後期の境目で多くの学生が離脱していることなどを踏まえて、補助制度の内容や
条件、前後期の継続性を持たせるような工夫などが必要だろう。
　ここでは、SUPの効果に焦点をあてて分析を進めてきたが、KGPのプログラム
自体は 2年生以降も継続している。今後も受講生のデータを収集蓄積し、プログラ
ムの効果の測定や改善に向けて、継続的に検討を行いたい。

